
平成18年度「魅力ある大学院教育」イニシアティブ

異分野融合能力をもつ未来開拓型人材育成

・ナノ科学、生命環境科学領域
・異分野を組み合わせ融合しながら
未来科学技術を創成できる人材
・総合教育プログラム

新設・複合新領域科学専攻
１）異分野融合能力を持つ未来開拓型人材の育成
２）５年一貫教育
３）最先端融合研究の持続的発展のための流動的な教員配置

複合新領域科学専攻（３講座）

複合ナノ創成科学講座

新しいナノ科学技術を創
成できる人材の育成

キーワード：
　ナノ化学、ナノ加工、
　ナノスペース電気化学、
　原子レベル解析

教員：
  松本教授（ナノシート電気化学）
  谷口教授（ナノ表面構造規制）
　　
  町田教授（ナノ構造触媒）
  市村教授（ナノチューブ合成）
  久保田教授（ナノ半導体加工）
  西田教授（ナノ構造解析）
  他　助教授３名、助手３名

生命環境科学講座

新しい複合型生命環境科学
を創成できる人材の育成

キーワード：
  生命環境、環境ホルモン
　沿岸域環境、水環境、資源循
環

教員：
  安部教授（環境ホルモン）
  古川教授（バイオレミリエーショ
ン）
  木田教授（生物資源循環）
  滝川教授（沿岸域環境）
  小池教授（水循環評価）
  嶋田教授（地下水環境）
  逸見教授（資源循環）
  滝尾教授（生物モニタリング）
  他　助教授・講師３名

衝撃ｴﾈﾙｷﾞｰ科学講座

　パルスパワーによる
　新しいプロセス開拓
　 　
教員：
　教授７名、助教授３名、
　助手１名

発展

強化展開

教育研究活動の状況

21世紀COE
COEの中間評価で
最高の評価

　・学内外教員による
       複数指導体制

　・英語による研究会

　・ e-learning
本プログラムの対象講座
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社会文化科学研究科←

・大学院自然科学研究科の理念

  　理・工学部を母体とする理工融合の大学院として

　総合的・複合的・国際的視野を持った創造性豊かな

　研究者・技術者を育成することを目的とする。

H18年度大学院の主な改組

大学院重点化

複合新領域科学専攻の新設

プロジェクトゼミナールの新設

MOT特別教育コースの新設

改組後の主な専攻編成

理学部と工学部の全教員を大学院所属とした。

⇒ 大学院研究・教育の強化

技術経営能力の養成

⇒ 研究能力と技術経営能力を併せ持つ研究開発リーダー育成

異分野複数教員・研究者による実践的な英語による共同研究教育

⇒ 異分野融合能力と英語実践能力養成

世界レベルの研究を行っている教員群（流動的）からなる

複合・融合型５年一貫研究教育を行なう本研究科における先導的専攻

⇒ 世界をリードする未来開拓型人材の育成

後期（ 5専攻）前期（ 8専攻）                      学部

建築学専攻建築学科　－
環境共生工学専攻

社会環境工学専攻社会環境工学科　－

情報電気電子工学専攻情報電気電子工学専攻情報電子工学科、数理工学科　
－

機械システム工学専攻機械システム工学科　－

マテリアル工学専攻マテリアル工学科　－ 産業基盤創造工学専攻

物質生命化学専攻物質生命化学科　－

複合新領域科学専攻複合新領域科学専攻

基礎科学専攻基礎科学専攻理学科　－

流動

教育プログラムの特色

修了・学位授与

異分野融合能力をもつ未来開拓型人材

・複合新領域科学専門科目（ﾅﾉ・環境・生命）

　　専門基礎科目、学際専門科目、境界専門科目　　　　_基盤知識の修得

・複合新領域特別演習（必修）

　　最新論文をﾚﾋﾞｭｰとしてまとめ発表 _最新情報収集とその理解力の向上

・複合新領域特別研究（必修）

　　複数指導教員による共同指導体制　          _多角的研究能力の育成

・特別プレゼンテーション（必修）

　　国内外学会での発表　              _プレゼンテーション能力の育成

・異分野研究インターンシップ（必修）

　　学内異分野研究室でのインターンシップ      _複合的研究視野の拡大

修了

系統的基盤教育

プログラム

・先端科学特別講義

　　学内外教員・研究者による最先端研究講義　　_最先端研究知識の修得

・国際会議プレゼンテーション（必修）

　　国際会議での口頭発表　　　　　　　　　　　　_英語発表能力の育成

・海外インターンシップ（必修）

　　海外トップレベル研究室への研究派遣　_ﾄｯﾌﾟﾚﾍﾞﾙ研究マインドの育成

・先端融合プロジェクトゼミナール（必修）

若手人材育成高度

実践プログラム

博士前期課程

博士後期課程

_複合・融合能力、自立的研究力の育成

5年一貫教育プログラム

・学長手持席　3席
・拠点形成研究　3件
・学長裁量経費　

・学長手持席　5席（研究科全体）
・拠点形成研究　6件（研究科全体）
　

大学全体からのサポート

本事業の大学全体としての位置付け

大学院自然科学研究科　

複合新領域科学専攻　3講座
（選りすぐられた教員群）

　 国際共同教育
・国際ｴｷｽﾊﾟｰﾄｼｪｱﾘﾝｸﾞ
・交流協定校
・国際大学院
・熊大Callシステム
・TOEFL-ITP試験 など

産学連携教育

・連携大学院
　研究者

・包括連携企業
　研究者　など

・21世紀COE（1講座）
・外部資金

・国際シンポジウム等
　2～3回主催/年
・研究業績

世界最強度ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ合金開発
新型環境ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞｼｽﾃﾑ開発
新資源循環ﾌﾟﾛｾｽ開発
ナノ電池の開発
グルコース燃料電池開発
超酸素ｽﾄﾚｰｼﾞ材料開発  など

（ 5専攻）

複合新領域科学専攻
教員研究活動状況

・熊本県との連携
　セミコンダクタフォレスト構想
　ものづくりフォレスト構想
　バイオフォレスト構想

・各種大型事業
　地域新生コンソーシアム
　都市エリア産学連携推進事業
　科学技術振興熊本地域結集共同研究など

自然科学研究科
主な地域貢献

　 総合的・複合的・国際的視野を 持った 創造性豊かな研究者・技術者の育成

旧制第五高等学校本館



先端融合プロジェクトゼミナール

・本申請の核となる総合教育プログラム（必修4単位）
・複合・融合能力、自立的研究力、実践的英語プレゼンテーション能力の育成
・既に研究科全体で28件が学長裁量経費でスタート（4月から）

教育プログラムの特色

複合ナノ創成科学講座 ⇒ 複合ナノ創成科学ゼミナール

生命環境科学講座 ⇒ 生命環境科学ゼミナール

・連携大学院研究者
　産総研研究者

・包括連携企業研究者
　三洋電機・富士電気
　システムズの研究者

・海外特任教授
　交流協定校教員など

・国内外客員教授
　など

異分野の第一級教員・研究者による複数共同指導

・組み合せトレーニング

・院生自身の研究内容発表と討論
・海外インターンシップの成果発表
・学内外教員と研究者の研究ケーススタディ　
　 (成功事例と失敗事例も含めて、それをどの
　 ようにして乗り越えたか、アイデアはどのように
　 して生まれたかなど）
・学位論文発表・学位審査（学位審査委員会） ・国際審査委員

　海外一流大学教員など

（全て英語）

  トレーニング事項
1) 対象研究
2) 各要素に分解
3) 組み合わせたテーマ設定
4) 研究ﾃｰﾏのｲﾝﾊﾟｸﾄ（評価）
5) 研究中の観察事項
6) 研究結果

組み合わせトレーニング

・研究における 複合・融合創成能力育成 のための新しい PBL
・組み合わせトレーニングによって学生が 自ら持続的に考えること を
　 目的

教育プログラムの特色

・学位論文の研究をベースとするが他の研究同士の組み合わせも可能

・新しく創成された研究テーマを評価

・設定された目的が達成されたことを仮定して、科学技術インパクトを自ら評価

・各要素の特徴を徹底的に把握しておくことが重要

・現象やデータに関する注意深い観察が重要

複数の対象研究を各要素に分ける

異分野の研究の各要素を組み合せる

研究スタート

成果（新規性・インパクト）

科学的論理性の検討（かみ合うかどうか）

 新しく創成された研究テーマ設定
（新規性、インパクト）

論理性、新規性、
ｲﾝﾊﾟｸﾄの程度で評価

プロジェクトゼミナール
で発表・討論

ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞｺｰﾁによるｱﾄﾞﾊﾞｲｽ
（主任指導教員、他2名教員）

組み合わせトレーニング（具体例） 教育プログラムの特色

光触媒専門分野 ﾅﾉ表面加工

要素（素材）

要素（プロセス、条
件）

要素（機能）

【 TiO2光触媒】

【 光照射】

【 有機物分解】

【 研磨剤】

【 研磨ﾌﾟﾛｾｽ】

【 ﾀﾞｲﾔﾓﾝﾄﾞ表面加工】

有害物
分解光触媒

ﾀﾞｲﾔﾓﾝﾄﾞ
光研磨技術開発

ﾀﾞｲﾔﾓﾝﾄﾞ
微細表面加工

素材研究の
モデルケース

植物科学 環境モニタリング

【 養殖ノリ 】

【 遺伝子発現解析
・色の変化 】

【 環境ストレス応答機構解明 】

【 藻場（有明海） 】

【 リモートセンシング 】

【 高精度物理
　　環境評価技術 】

養殖ノリ分子
育種法の開発

養殖ノリの
ﾘﾓｰﾄｾﾝｼﾝｸﾞによる
環境ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ

有明海の環境評価
技術の開発

生命環境の
モデルケース

専門分野

要素（対象物）

要素（手法）

要素（機構）

要素（評価技術）

特徴的なインターンシップ
組み合わせトレーニングをベース に目的を明確に して

教育プログラムの特色

MIT
Dresselhaus教授
炭素化学と
ﾅﾉﾃｸﾉﾛｼﾞｰ

ｽﾀﾝﾌｫｰﾄﾞ大学
Brongersma教授
ﾅﾉ・光学デバイス

の開発

ﾊｰﾊﾞｰﾄﾞ大学
Aziz教授
ﾅﾉ物質化学

ﾌﾟﾘﾝｽﾄﾝ大学
Akasay教授
ﾅﾉ構造無機材料

ｱﾘｿﾞﾅ州立大学
Smith教授

世界トップレベル
顕微センター

UCLA
Gimzewski教授
新型電気化学STM

複合ナノ創成科学
講座

スタンフォード 大学
Zebker教授　

環境リモートセンシング

フロリダ州立大学
Burnett教授
水文学

ﾜｰｹﾞﾆﾝｹﾞﾝ大学
Lettinga教授
環境微生物学

フロリダ大学
Guillette教授
野生動物への

環境ホルモンの影響

ﾏｯｸｽﾌﾟﾗﾝｸ研究所
Jetten教授

海洋のAnammox
システム

中国
清華大学

Chen Ji-Ning教授
干潟環境機能評価

米国ｼﾞｮｰｼﾞｱ工科大学
仏国国立ﾎﾞﾙﾄﾞｰ情報電子学院

英国ﾊﾞｰﾐﾝｶﾞﾑ大学
韓国　KAIST
その他多数

海外
交流協定校

生命環境科学
講座

異分野研究インターンシップ（前期課程）

異分野の研究を行なっている学内研究室で約１ヶ月間研究させ、
自らの研究に如何に取り込むか報告・発表させる。
　⇒複合・融合トレーニングと研究視野の拡大

海外インターンシップ（後期課程）

世界トップレベル研究室での研究型インターンシップ
　⇒トップレベル研究マインドの育成

研究インターンシップ報告書

1) 研究の内容
2) 各要素に分解
3) 注目すべき点
4) 自らの研究要素と
　の組み合わせ
5) 新しい研究テーマ設定
6) トップレベル研究
　に必要な事項
    (海外インターン シップ)

教育全体を支援するプログラム   教育プログラムの特色

・e-learningシステム

　　主に社会人、留学生学習支援

・オンラインオフィス

　　海外教員とのTV会議

高度遠隔学習支援プログラム

院生自立支援プログラム

・若手研究者雇用プログラム

　  研究専念のための学生の自立的生活支援（RA）

・研究経費支援プログラム

　  競争的特別研究費支援（組み合わせトレーニングから生まれた研究など）

・成果発表支援プログラム

　  国際会議発表旅費支援

・海外研修支援プログラム

　  海外インターンシップ経費支援

修了（３０単位）、学位論文発表・審査
（修士学位論文審査委員会（３以上））

履修モデルと評価・ＦＤ

修了（１２単位）、学位論文発表・審査（博士学位論文審査委員会（４以上））

前期課程

後期課程

ＦＤ活動（講演会等への出席）

学生による授業評価アンケート

学内外評価委員、
ＦＤ委員、研究科長、
副研究科長による
授業参観とﾍﾟｰﾊﾟｰ評価

評価委員会
教育委員会
ＦＤ委員会ＦＤ活動

博士

先端科学特別講義（選４）
国際会議プレゼンテーション（必２）

海外インターンシップ（必２）

プロジェクトゼミナール（必４）

（主任指導教員１、研究指導委員会委員３以上）

1

2

3

専門講義科目（選７～９）

異分野研究インターンシップ（必２）
特別プレゼンテーション（必１）

特別演習(必８)

特別研究(必１０)

（主任指導教員１、研究指導委員会委員２以上）

年次

1

2

プロジェクトゼミナール
（選２）

教育プログラムの実現性

評価結果改善指導

熊本大学 大学院自然科学研究科 複合新領域科学専攻


